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⑳市耗脚ひ各紙
妻　2011年各月発　行・自治労枚方市共脚労働組合

禦温度等門慧認諾認」曇禦璧璧」

欄眞会館断水のお知らせ

8月潜や（月）年後4時30

分～6時き0分境まで断水となり

ますふ軒水中は、トイレ等の使用

は不可で、生水の飲用はやわでい

ただきたいとのことです」

2相の枚方市長選事に弘が立繰＃

l喜歩 �む首長を決める �重要な垂挙 

推薦の竹内あさむ縁繍（析長）の紺に全力

竹内おきむ枚方市長倹槽

滞共闘臨時大会 

日時：9月8日（禾）1さ：3〇・一 

会場：市民金蛇藍l・2集金重 簸前号でr職員会軌としま 

LLたが、町正します。 

相月1日の雨共闘組織の集金 

統岬に向け、各組合の臨時大会も 

踏まえ、執行部より撮廃します． 

規約の改正なども含め卜重要な案 

件ですので、代議員の皆さんの帝 

発な濃論を求めます。 

軽食を用意しています。駐本場 

は確保していませんので、ご注意 

くださlヽ 
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枚方こどもミュージか－2州rいつか花模くあの樹の下でj2柑泊〉①1絹～、
②1絹～、市鳥会津大ホー軋無料チケットと入用の方は帯弗蝉事精衝まで。

鰻
慣
適
塾
胃
に
鰻
闊
み
せ
ず
憩
刑
墟
壕
を

枚
方
詭
慈
恵
盛
に
係
る
昏

示
が
2
1
日
（
土
）
に
行
わ
れ
、

竹
内
お
き
む
現
市
長
を
含
め
、

5
人
が
立
僕
精
し
た
れ

第
二
清
掃
工
場
を
巡
る
い

わ
ゆ
る
官
製
統
合
薯
僻
を
受

け
．
中
司
市
長
が
職
を
辞
し

た
こ
と
を
発
け
、
2
0
0
7

年
9
月
に
竹
内
お
き
む
現
市

長
が
耗
生
し
た
。

そ
の
雀
の
4
年
間
、
市
共

闘
は
竹
内
お
き
む
市
長
と
の

間
で
、
様
々
な
集
塵
に
鋏
ん

で
き
た
。
人
事
・
給
与
関
係

で
は
、
昇
任
＼
昇
格
制
度
藍

つ
い
て
、
労
捜
間
で
の
線
輪

の
積
み
主
ね
で
制
度
に
－
定

改
善
で
き
た
節
分
も
あ
り
、

総
合
絆
僑
制
度
に
つ
い
て
も

裸
舘
は
ま
だ
ま
だ
多
く
残
る

も
の
の
、
－
方
的
な
制
度
実

施
は
せ
ず
、
労
使
間
で
協
微

の
場
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
非
正
規
職
員
の
処

遇
改
蓼
に
つ
い
て
も
、
任
期

村
短
時
間
勤
務
職
長
の
給
与

制
度
に
つ
い
て
∵
定
の
改
善

が
図
ら
れ
た
こ
と
や
、
－
部

の
臨
時
薇
農
の
時
給
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
前
進

し
て
き
た
細
分
も
あ
る
。

竹
内
お
さ
む
市
農
の
綴
知

が
切
れ
る
に
あ
た
り
、
市
共

闘
は
こ
れ
ま
で
の
4
年
柵
を

艶
指
し
、
先
に
記
し
た
点
や
、

良
好
な
労
使
関
係
が
構
築
さ

れ
て
い
る
点
な
ど
を
騨
価
し
、

2
期
日
の
市
長
選
拳
に
臨
む

竹
内
お
さ
む
現
市
長
を
推
農

す
る
こ
と
を
執
行
委
農
会
で

決
定
す
る
と
と
も
に
、
昌
始

労
大
阪
崩
太
虚
や
連
合
大
蔭

も
竹
内
お
さ
む
現
語
長
め
総

譜
を
決
定
し
て
い
る
。

竹
内
お
き
む
市
長
候
補
は
、

第
2
ス
テ
ー
ジ
の
約
束
と
し

て
、
僧
頼
・
安
心
・
改
革
の

舞
現
に
向
け
∵
①
清
譲
で
公

正
な
惜
頼
さ
れ
る
市
政
、
⑳

市
民
が
安
心
で
き
る
ま
も
づ

く
り
を
進
め
る
市
政
、
⑳
た

ゆ
み
な
い
故
事
で
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
市
政
の

さ
点
を
鮮
え
で
選
挙
戦
に
臨

ん
で
い
る
。

－
部
で
は
こ
の
4
年
間
を

「
緩
退
J
と
総
括
す
る
と
と

も
に
、
私
た
ち
自
治
労
を
バ

ッ
シ
ン
グ
す
る
動
き
も
あ
る
。

折
井
鵬
と
し
て
は
、
蝶
々
な

綴
欝
に
お
い
て
、
自
己
利
益

の
み
を
追
求
す
る
こ
と
な
く
、

真
鶉
な
襲
勢
で
取
り
組
ん
で

き
た
も
の
で
あ
り
、
自
治
労

バ
ッ
シ
ン
グ
は
論
外
の
こ
と

で
あ
る
し
、
こ
の
4
年
間
、

あ
た
か
も
怠
惰
に
過
ご
し
て

き
た
か
の
よ
う
な
後
法
輪
に

も
組
み
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
向
こ
う

4
年
間
を
私
た
ち
と
共
に
歩

む
曹
長
を
選
ぶ
重
壷
な
選
挙

で
あ
る
。
期
日
前
没
兼
の
潜

用
庵
含
め
、
棄
権
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た
い
。

小結純絹叫…

公
益
財
団
法
人
・
喝
方
自

治
慮
合
研
究
所
が
主
催
す
る

弟
雄
固
自
治
総
研
セ
ミ
ナ
ー
t

r
虚
構
の
政
治
と
民
意
～
民

主
主
義
の
再
興
と
鱒
域
の
復

興
～
」
が
9
月
1
3
日
（
火
T

H
B
　
（
ホ
）
　
2
日
間
に
わ
た

り
、
草
慕
こ
星
空
墨
壷
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
初
日
に
は
、
北

蓬
大
学
大
挙
鹿
の
l

▲
■
■
盲
感
奮
、
義
議
す
る

民
意
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
幻

想
山
を
テ
ー
マ
に
し
た
請
請

を
受
け
る
。

2
日
旨
に
は
、
▲
l
l

暮
∫
雷
l
n
I
ナ
イ

ネ
ー
ク
ー
に
、
ま
た
、
l

l

■

■

l

■

■

l

■

■

雷

l

■

l

t

雷

▲

l

ら
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
r
自
立

と
再
生
の
地
域
資
源
】
を
テ

ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
る
．


